
資料３

有田町の現況

人口・世帯等の推移

本町の人口は、平成１２年から２７年までの１５年間で約１０％（２,１６６人）の減少となっており、減少傾

向が続いている。令和２年以降の将来推計においても減少での推移が見込まれる。

世帯については、平成１２年から平成２７年まで、大きな変化はなく、核家族化の状況で推移している。

年齢階層割合は、平成２７年の０歳～１４歳の年少人口が２,７４４人、１５歳～６４歳の生産人口が１

１,０５０人、６５歳以上の老年人口が６,３７４人となっている。平成１７年と比較した場合、老年人口以外

の階層において減少している。令和１２年以降の推計においては、すべての階層において減少が見込

まれる。

平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和２年 令和７年 令和１２年

人口・推計人口 22,314 21,570 20,929 20,148 19,227 18,242 17,207

世帯 6,870 6,904 6,897 6,876
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平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年 令和２年 令和７年 令和１２年

０歳～１４歳 3,649 3,232 3,024 2,744 2,498 2,301 2,119

１５歳～６４歳 13,811 12,946 12,177 11,050 9,981 9,128 8,473

６５歳以上 4,848 5,375 5,728 6,347 6,748 6,813 6,615

不詳 6 17 7
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単位：人・世帯

単位：人

（国勢調査・RESAS）

（国勢調査・RESAS）
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本町の経済活力の指標となる町内総生産（ＧＤＰ）は、平成２３年以降、多少増減したものの、平成２７

年は５５０億円超えとなっている。

H19 H21 H23 H25 H27 H29

町内総生産 53,904 50,404 51,394 52,036 56,717 54,019
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町内総生産 （市町村民経済計算報告書）

産業・所得等の動向

単位：百万円

Ｈ２７ Ｒ２ Ｒ７ Ｒ１２

総人口 2,950 2,686 2,431 2,143

年少人口 290 242 208 174

生産年齢 1,579 1,348 1,134 979

老年人口 1,081 1,096 1,088 989
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本町の内山地区の総人口は、平成２７年２,９５０人、推計人口で１５年後の令和１２年は２,１４３人と２

７％減（８０７人）となる見通しである。また令和１２年の推計生産人口と老年人口が逆転し、高齢化がよ

り一層進むことが予想される。

単位：人
推計値

（住民基本台帳）

高齢化率

３６．７％ ４０．８％ ４４．８％ ４６．２％
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全業種における事業数所と従業員数は、平成２４年以降ともに減少しており、今後も減少または横ばい

での推移が見込まれる。

H19 H21 H2３ H25 H27 H29

１人当たり町民所得 2,053 1,878 1,901 1,891 1,978 2,068
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１人当たり町民所得 （市町村民経済計算報告書）

１人当たり町民所得は、平成２３年以降、減少し、平成２９年は平成２５年に比べ９．４％増となってい

る。平成２９年度県の平均市町民所得は、２,６３０千円となっている。

H16 H18 H24 H26 H28

従業員 9,002 10,083 8,632 8,440 8,375

事業所 1,450 1,491 1,337 1,305 1,265

1,000

1,050

1,100

1,150

1,200

1,250

1,300

1,350

1,400

1,450

1,500

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

事業所・従業員（全業種）

従業員 事業所

単位：千円

単位：所

（事業所・企業統計調査、経済センサス）単位：人
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平成６年 平成９年 平成１４年 平成１６年 平成１９年 平成２４年 平成２６年 平成２８年

商店数 301 305 290 283 260 156 146 148

従業員数 1,429 1,377 1,275 1,101 1,032 580 557 522
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陶磁器関係商店・従業員

商店数 従業員数

（商業統計調査、経済センサス）

平成６年 平成９年 平成１４年 平成１６年 平成１９年 平成２４年 平成２６年 平成２８年

販売額 2,701,742 2,812,171 1,687,145 1,568,260 707,926 590,081 680,246
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（商業統計調査、経済センサス）

本町の陶磁器関係事業所の従業員は、平成６年以降、減少が続き平成２４年に大幅な減少となり、微

減状況が続いている。

本町の陶磁器販売額は、平成６年以降、平成９年に増加したものの、それ以降は減少となっており、厳

しい状況が続いている。

単位：万円

単位：店・人

非公開
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平成２３

年

平成２４

年

平成２５

年

平成２６

年

平成２７

年

平成２８

年

平成２９

年

平成３０

年

有田陶磁美術館（内山地区） 3,179 3,861 3,429 3,437 4,058 4,525 3,846 4,200

有田町歴史民俗資料館（内山地区） 3,301 3,231 4,293 5,615 5,028 5,298 3,335 5,319

九州陶磁文化館（内山地区以外） 56,672 52,557 56,632 61,006 56,151 90,167 49,855 47,247
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有田陶磁美術館（内山地区） 有田町歴史民俗資料館（内山地区） 九州陶磁文化館（内山地区以外）

平成１８年 平成２０年 平成２２年 平成２４年 平成２６年 平成２８年 平成３０年

年間観光客 2,247 2,322 2,060 2,278 2,343 2,598 2,588
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年間観光客 （観光客動態調査）

H23有田観光協会設立

町内の主な文化施設３館の入館者は、有田陶磁美術館と有田町歴史民俗資料館ともに平成３０年は

平成２３年に比べて増加しており、特に有田町歴史民俗資料館は６１％の増となっている。九州陶磁文化

館は、平成２９年、３０年と減少している。平成２８年は、有田焼創業４００年事業により３館ともに増加し

ている。

有田を訪れた年間観光客は、平成２４年が２,２７８,０００人、平成３０年は２,５８８,０００人に増え、１３．

６％（３１０,０００人）の増となっている。年間観光客の約半分は、有田陶器市の観光客が占めている。

ゴールデンウィーク期間に開催される有田陶器市は、平成２４年、平成２５年が１３０万人超え、それ以

単位：千人

観光客等の動向

単位：人
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平成１８年 平成２０年 平成２２年 平成２４年 平成２６年 平成２８年 平成３０年

有田陶器市 1,120 1,100 1,100 1,310 1,240 1,200 1,240
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（有田商工会議所）

平成１８年 平成２０年 平成２２年 平成２４年 平成２６年 平成２８年 平成３０年

秋の有田

陶磁器まつり
92 130 110 135 152 188 170
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ゴールデンウィーク期間に開催される有田陶器市は、平成２４年、平成２５年が１３０万人超え、それ以

降１２０万人台で推移しており、町の一大イベントである。

秋の紅葉シーズン合わせて開催する秋の有田陶磁器まつりは、平成２４年以降右肩上がりで増加、平

成２９年減少したものの、平成３０年は再び増加に転じた。有田陶器市に次ぐ、町の大きなイベントとして

位置づけられている。

単位：千人

単位：千人
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平成１８年 平成２０年 平成２２年 平成２４年 平成２６年 平成２８年 平成３０年

有田雛の

やきものまつり
22 22 22 30 38 45 30
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有田雛のやきものまつり （町商工観光課）

内山地区を中心に、町内の各店舗が焼物の雛人形を展示する有田雛のやきものまつりは、平成２５年

以降、右肩上がりで増加、平成２９年から減少傾向となっている。

単位：千人

伝統的建造物群の保全・管理の状況

有田内山の町並み保存事業は平成３年度から始まり２９年が経過した。一応のめどとして約３５年間の

保存修理事業として取り組み、平成３０年度までに国、県、町の補助事業及び町単独事業として１２１件

の修理を実施した。

平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年

伝統的建造物保存

修理補助事業
4 3 4 0 3 3 3 4
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伝統的建造物保存修理補助事業単位：件 （町文化財課）
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平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年

地方債現在高 10,755,657 9,871,672 9,410,687 9,078,687 9,087,837 9,565,165 10,234,782 10,154,098
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平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年

経常収支比率 83.4 83.5 83.4 85.4 87.3 89.1 90.8 92.5

実質公債費比率 14.3 12.7 10.9 8.9 7.6 6.9 7.2 8.2
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単位：千円

町の借金残高の状況は、平成２３年は１００億円を超えていたが、支出の抑制等に取組み平成２４年か

ら２８年まで１００億円を下回った。平成２９年以降は、１００億円超で推移している。

町の財政指標の推移は、平成２３年以降は経常収支比率と実質公債費率は概ね下がっているが、平

成２９年から増加傾向にある。経常収支比率と実質公債費率の数値は、低いほど健全な財政運営とい

える。

単位：％

町財政状況の推移
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